
焦点／岩手、宮城、福島３県 障害者１６５５人犠牲 

 岩手、宮城、福島３県で障害者手帳所持者１６５５人が東日本大震災の犠牲となったことが、各県の調

査などで分かった。障害者手帳の所持者全体に占める死亡率は１．５％で、全住民の死亡率（０．８％）

の２倍近くに及んだ。災害時に障害者を社会でどう支えるのか、重い課題が浮き彫りになった。（門田一

徳、西村悠里） 

 

◎手帳所持者死亡率１．５％、全住民の２倍 

 

＜宮城最多１１０３人＞ 

 ３県の７日までの調査を基に集計した。障害者手帳所持者が犠牲になったのは沿岸３７市町村のうち３

１市町村＝表＝。死亡率は家屋倒壊や津波など震災が直接要因となった人数から算出。福島県の全住民の

死亡率は、直接死と震災関連死を合わせた人数を基にした。 

 県別の手帳所持者の犠牲者数は、宮城が１１０３人と突出し、岩手は４３６人、福島は１１６人。死亡

率は岩手が３．３％（全住民死亡率２．２％）で、宮城１．６％（同０．６％）、福島０．４％（同０．

５％）だった。 

 被害の大きかった宮城を障害別にみると、肢体不自由５１９人、聴覚障害７５人、視覚障害６９人など

身体障害が県全体の約９割を占めた。知的障害は６２人、精神障害は６５人だった。 

 市町村別で、犠牲者が最も多かったのは石巻市の３９７人。次いで気仙沼市の１３７人、宮城県南三陸

町１２５人、陸前高田市１２３人の順だった。 

 死亡率が１０％を超えたのは１５．６％の宮城県女川町と１２．６％の南三陸町の２町。全住民の死亡

率と比較すると女川町（５．７％）は２．７倍、南三陸町（３．４％）は３．７倍に達した。 

 女川町は「犠牲者の多くは在宅の障害者」と推測する。南三陸町は「津波被害に遭った特別養護老人ホ

ームで多くの高齢者が亡くなり、障害者の死亡率を押し上げた」と説明する。 

 被災自治体では、集団移転などによる新たな居住地が見通せず、「避難対策を具体的に検討できる段階

でない」（南三陸町）という。 

 

＜自主的に対策＞ 

 重度の障害者を在宅介護する家族や医師の中には、自主的に防災対策を検討する動きも出ている。仙台

市泉区で７日にあった「障がいのある子どもたちの防災勉強会」には、在宅介護する家族や医療、福祉関

係者ら約６０人が参加した。 

 勉強会を呼び掛けた宮城県拓桃医療療育センター（仙台市太白区）の田中総一郎医師は、地域の避難訓

練を障害者や高齢者を交え日常的に実施していた石巻市牡鹿地区で、要援護者の犠牲が少なかったことを

報告した。 

 その上で「地域の避難訓練に加わることで、どこにどのような障害のある人がいるのか地域に認知され

る。勇気が要ることかもしれないが、ぜひ参加してほしい」と呼び掛けた。 
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